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災害復旧事業手続きの流れ

被災終息後
10日以内

通常、被災後
２ヶ月以内

2○ TEC-FORCE被災状況調査班
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TEC-FORCE（緊急災害対策派遣隊）

活動内容

被災状況調査（ﾍﾘ）
被災自治体との情報共有

（リエゾン派遣）
通信回線の確保

大規模な自然災害に際して、被災状況の把握や被災地方自治体の支援を行い、
被災地の早期復旧のための技術的支援を迅速に実施することを目的として、平成20
年度に創設された。（平成25年10月末現在 国交省各組織の職員 5,463 名を任命）
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被災状況調査 復旧工法の検討 現地での技術的助言
排水ポンプ車に
よる緊急排水
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TEC-FORCE被害状況調査
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河道閉塞箇所の現地調査 現地調査（砂防班）

被災状況調査（河川班） 被災状況調査（道路班）
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Photog-CADの試行実施場所
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事例① 県道益田阿武線弥富上

ここまでターゲットを設置
する必要はありません
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事例① 県道益田阿武線 弥富上
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事例② 田万川水系及谷川 及谷

水中は写らないので、ポールやスタッフなどで
補足測量が必要です
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事例③ 田万川水系及谷川 及谷

被災延長が長い場合は
2断面を合成します
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事例④ 県道日原須佐線 弥富下

・斜面の高い位置のある草木、路面
の小石や区画線をターゲットにした
例

※路面を横断図に入れたい場合は
路面に小石を置く

自動的に生成されたアイ
ソメの範囲しか横断図は
作成できない

→対応点の設置位置を
広げる
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事例⑤ 国道9号 阿東町徳佐上

斜面上のターゲットを省略した例
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垂直ポールと対応点の配置位置

起点の外側に
設置

終点の外側に
設置

Photog-CADの利用上のポイント

起点 終点

垂直
ポール

対応点

復旧延長
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ターゲットの配置と横断図作成範囲
Photog-CADの利用上のポイント

見えるように
オフセットした
ターゲットを設置

横断図作成範囲

起点
終点

垂直
ポール

対応点

13



JACICセミナー
広島2014

1箇所当たりの作業時間

• 現地作業（1班3名、班長は災害査定経験あり）
–ポールやターゲット設置5分
– カメラ撮影2分
–ポールやターゲット設置5分–ポールやターゲット設置5分

• 内業（1名）
–横断図作成 30分～1時間
– CAD＆査定設計書 30分～1時間
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1班3名構成で、1箇所当たり30分
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人工リーフ施工箇所

人工リーフ施工箇所

テトラブロック撤去・
海上輸送・仮置き

Photog-CADの利用箇所の条件
①写真撮影（左右）

左右の撮影位置（距離２）の目安は、カメラ
から被災箇所までの距離（距離１）の１／３

※注意点
3枚の写真がどれも「距離１」を十分に確保できるか事前に確認
復旧工法の検討のため隣接の断面撮影が必要（被災延長＋１ｍ程度）

（JACIC作成「運用マニュアル」より引用）
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②写真撮影（天地）

被災箇所全体が写る距離

※注意点

後ろに下がりすぎると護岸の
根元が写らない

※注意点
被災箇所全体が写る距離を確保できるか事前に確認

※注意点
水面下は写らない
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①写真撮影(天地）

被災箇所全体が写る距離

※注意点
被災箇所全体が写る距離を確保できるか事前に確認 17



JACICセミナー
広島2014

• 流木や雑草などの障害物が無く、直接地盤
面や構造物が写せる

• 河川の場合は、流水が無いことが望ましい
•

Photog-CADの利用箇所の条件
③撮影環境

• 撮影箇所が日陰になっていない

Photog-CADの実用範囲
• 概ね被災延長２０ｍ程度まで
• 概ね横断幅５ｍ程度まで
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適応可能な箇所・シーン

• とりあえず横断図がほしい
– 人が近寄りがたい箇所

• 崩落が終息していない箇所
• ぬかるんで歩けない箇所
• 高い斜面、急勾配斜面

– 応急復旧工事によって現況がすぐに変化する箇所– 応急復旧工事によって現況がすぐに変化する箇所
• 堤防決壊で盛土や土のうを設置する箇所
• 河川閉塞のため河道内の土砂を撤去する箇所

• 今すぐに復旧事業費が算出したい
– 総合単価表が適用できる程度の災害箇所
– 横断面が、起点・終点・中間の3本程度
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まとめ

• 利用箇所の条件が満たされれば適応可能
• ただし、習熟が必要

–災害査定の基礎的な知識（査定方法・復旧工法）
–現地でのターゲット設置や撮影のノウハウ–現地でのターゲット設置や撮影のノウハウ
–システム操作（1日程度）、出来ればCAD経験必要

• 現地調査班と内業班は、別班でも作業可能
• システム改善の余地あり

– ターゲットの自動認識
– CADの操作性や機能向上
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